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道路事業 再評価

一般国道４５号 天間林道路

令和３年１１月１日
国土交通省 東北地方整備局

て ん ま ば や し

令和３年度 第２回 事業評価監視委員会 資料

資 料 ４－１

要点審議事業



天間林道路

起終点 ：自：青森県上北郡七戸町字附田向

至：青森県上北郡七戸町字後平

延長 ：８．３ｋｍ
幅員 ：１３．５ｍ
道路規格 ：第１種第３級
設計速度 ：８０ｋｍ／ｈ
事業化 ：平成２４年度
用地着手 ：平成２５年度
工事着手 ：平成２６年度

○事業目的

○計画概要

・東北縦貫自動車道八戸線の一部を構成する
一般国道の自動車専用道路事業

・救急医療支援
・物流効率化支援
・企業立地・地域産業支援
・地域間連携の強化
・周遊観光支援

かみきたぐん つくたむかい

位置図 標準横断図
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天間林道路
延長8.3㎞
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新幹線
七戸
十和田駅

十 和 田 市

上北駅

七戸町役場

(仮）天間林
(２)ＩＣ

七戸ＩＣ

東北ＩＣ
Ｔ’15=14,200（台/日）

Ｔ’15=13,436（台/日）

至八戸

平面図

凡例
： 開通済
： 事業中

その他道路凡例

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ４車線
： ２車線

車線数

その他凡例

： 市役所
： 役場
： H27センサス交通量
： 主要渋滞箇所

１．事業の目的と概要 社会情勢の変化等

終
点

青
森
県

○事業費・進捗率

全体事業費
（うち用地費）

執行済み額
（うち用地費）

全体進捗率
（用地進捗率）

R1再評価
（用地費）

完成
３６２億円
（４６億円）

２５６億円
（４６億円）

７６％
（１００％）

３４０億円
（４６億円）

※進捗率・執行済み額は令和3年3月末時点



２．前回評価時からの周辺環境等の変化 社会情勢の変化等
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◆令和２年12月及び令和３年３月に、三陸沿岸道路の洋野階上道路が開通。

至 むつ市

青 森 県

平内町
役場

東北町

六ヶ所村

三沢市

十和田市

おいらせ町六戸町

青森市
七戸町

黒石市

平川市
新郷村

平内町

野辺地町

八戸市

階上町
南部町

野辺地町
役場

青森市役所

六ヶ所村
役場

三沢市役所

十和田市役所

新郷村
役場

七戸町
役場

東北町
役場

八戸市役所

階上町
役場南部町

役場

五戸町
役場

おいらせ町
役場

六戸町
役場

浪岡IC

黒石IC

碇ヶ関IC

青森
IC

青森
JCT

青森中央
IC

青森東IC 野辺地IC

野辺地木明IC

野辺地北IC

南郷IC

八戸
JCT

八戸IC

八戸北IC

下田百石IC

三沢・十和田・下田IC六戸
JCT

六戸・三沢IC

八戸
是川
IC

八戸南IC

階上IC

種差海岸階上岳IC

洋野種市IC

（仮）天間林（2）IC

七戸IC

上北IC

東北IC

2車線事業中
令和4年内
開通予定

天間林道路
延長8.3㎞

六ヶ所IC

至 大館市

八戸西ＳIC
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102
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454

454

394

103

102

４

４

７

至 盛岡市 至 久慈市

小坂町

洋野階上道路
（R2.12及びR3.3開通）
延長23.0㎞

五戸町

凡例

： 開通済
： 事業中
： 未事業化
： 前回評価時からの

変更箇所

その他道路凡例

道路種別

： 評価対象区間
： 高規格幹線道路
： 地域高規格道路
： 一般国道
： 主要地方道・県道

： ６車線
： ４車線
： ２車線

車線数

103

▼周辺道路等の変化

三
陸
沿
岸
道
路



かみきたてんまばやし

Ｈ２５以降残事業費の変更（３）３．事業計画の変更内容

天間林道路の事業費（全体事業費３４０億円→３６２億円）＋６％（増２２億円）

項 目
増 額
（億円）

増額要因 概 要

①防雪柵の追加 ２２ 計画の変更 上北郡七戸町字附田向～上北郡七戸町字後平間の防雪柵追加

増額計 ２２

東北IC

七戸IC

至八戸

至青森
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上北IC
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①防雪柵の追加

延長 21m

(仮)皀こ道橋
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３．事業計画の変更内容 ①防雪柵の追加（経緯）（１／２） 計画の変更

経緯
○当該道路はほとんどが盛土構造のため、吹雪対策として、当初は道路地吹雪対策マニュアルより、防雪盛土による吹雪対策を検討し、

計画している盛土構造で吹雪対策が可能と判断されたため、防雪柵の設置までは計画していなかった。
○一方で、道路地吹雪対策マニュアルにおいては、盛土完了後に設計条件調査を実施した上で、吹雪対策施設の詳細設計を実施するこ

ととされており、盛土が概成したＲ２冬期に気象観測し、吹雪危険度を判定した結果、ランクB（中）（吹雪による障害の危険性があ
る）との判定になったため、防雪柵の設置が必要となった。

○また、観測した気象データを確認したところ、冬季主風向が広範囲であることが分かり、吹止式防雪柵（垂直タイプ）では対応出来ない
ことから、高性能防雪柵が必要となった。
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▼気象・道路・沿道条件と危険度

総合評価（ランク）

降雪量

樹木・家屋

天間林道路要因

吹雪量

吹雪頻度

主風向との道路の角度

最深積雪

28.7m3/m

21日/年

30°以上～60°未満

100cm以上

中央分離帯

道路照明

立体交差・橋梁

吹きだまり要因

視程障害要因

平坦地の長さ

盛土の高さ

盛土の法勾配

曲率半径

路側の積雪スペース

有り

200cm未満

断続的に有り

300m以上

145cm以上(111.88×1.3)

1:2未満(1:1.2)

14～16

3～10

18～26

要因種別

気象条件

周辺環境

（風上側）

道路構造

評価結果

有り(200m以上)

有り

有り

無し

Ｃ(小) 1～14  吹雪による障害に対して注意を要する

Ｄ 0 以下  吹雪対策の必要なし

Ａ(大) 35 以上  吹雪による障害の危険性が極めて高い

Ｂ(中) 15～34  吹雪による障害の危険性がある

ランク 総合評点 判　定

▼吹雪危険度

出典：道路吹雪対策マニュアル
土木研究所 寒地土木研究所 平成23年3月

(Ｂ)

冬季主風向発生割合▲

データ：野辺地気象観測所
各年 12月1日～3月31日
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七戸IC
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延長 21m

(仮)皀こ道橋

▼防雪柵設置区間

防雪柵設置区間

L=7,600m(盛土区間)

主風向範囲

風向

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%
北東

東北東

東

東南東

南東

南南東

南

南南西

南西

西南西

西

西北西

北西

北北西

北

北北東
H18～R2平均 東

南西

北

天間林道路
道路センター位置



３．事業計画の変更内容 ①防雪柵の追加（対策）（２／２） 計画の変更

①防雪柵の追加（＋２２億円）
○当初計画： ０億円

・防雪柵は設置不要。
○変更計画：２２億円
・気象データの検討を実施し、防雪柵設置が必要となった。
・広範囲な風向に対応可能な高性能防雪柵を選定。

当初計画 変更計画 変動

防雪柵
0 ｍ

(0 億円)
7,600 ｍ
(22 億円)

＋7,600 m
（+22 億円）

所要額 0 億円 22 億円 ＋22 億円
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　広範囲の風向きに対応できるため、設置場所の適応範囲が広い。

× ○

　主風向が広範囲なため、広範囲な風向に対応可能な高性能防雪柵を採用する。

高性能防雪柵

　防雪柵形状は垂直型で、吹雪流を柵の前後に堆雪させることで道路への飛雪の吹込み
を防止する。
※約80,000円/m

　斜めからの風雪を斜風吹上板で車道外に飛ばすことにより、車道上の視程障害や吹き
溜まり障害を防止する。
※約290,000円/m

広域的な風向
への対応

設置種別検討に
おける評価

防雪柵タイプ
吹止式防雪柵
（垂直タイプ）

　経済性に優れており、直轄国道での実績も多く、広く普及している。

参考写真
(写真はｲﾒｰｼﾞ)

概要

特長

防雪柵比較表

斜風吹上板

従来型防雪柵（吹止柵) 高性能防雪柵（吹止柵）

※柵高：4.0ｍ以下製品なし
※斜風角：θ 35° 西方向の風が道路防雪柵にあたる角度
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■擁壁計画の見直し（－０．５億円） 当初計画 変更計画 変動

擁壁計画の見直し 0.7億円 0.2億円 －0.5億円

所要額（合計） 0.7億円 0.2億円 －0.5億円

４．コスト縮減への取り組み事例（擁壁計画の見直し） 設計の見直し

○変更計画： ０．２億円
盛土（1,850m3）
・コストの観点から再度、施設管理者と協議を行い、水位観測所
に影響の無い範囲を精査し、一部区間を盛土計画へ変更

○当初計画： ０．７億円
擁壁（190m2）
・既存の水位観測所をコントロールポイントとし、こ道橋Ａ２橋台
背面を一連で擁壁とする計画

当初計画 変更計画

擁壁 盛土見直し区間 擁壁
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前回 今回（省略） 変化 変 更 概 要

基準年度（評価年度） R1 R3 あり ・社会情勢の変化（事業費増）による

事業期間 H24～R4 －

費用便益分析マニュアル H30.2 － － ・効率化判定により、今回は費用便益分析算出省略

計画交通量推計年度 R12 － － ・効率化判定により、今回は費用便益分析算出省略

計画交通量推計ＯＤ（フレーム） H22OD － － ・効率化判定により、今回は費用便益分析算出省略

計画交通量（台／日） 12,500 - - ・効率化判定により、今回は費用便益分析算出省略

事業費 億円 340（※） 362 +22
・6%増。事業計画の変更内容のとおり
※事業化時：260億円、R1再評価時80億円増

費
用
便
益

億
円

全体

総便益Ｂ （現在価値） 699 - -

・効率化判定により、今回は費用便益分析算出省略総費用Ｃ （現在価値） 350 - -

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 2.0 - -

残
事業

総便益Ｂ （現在価値） 699 - -

・効率化判定により、今回は費用便益分析算出省略総費用Ｃ （現在価値） 155 - -

費用便益比（Ｂ／Ｃ） 4.5 - -

〇算出条件・費用便益分析の前回比較
※費用及び便益の合計は表示桁数の関係で計算値と一致しない場合がある。

５．事業の投資効果



○青森県知事の意見

令和3年10月6日付け国東整企画第101号で意見照会のあったことについて、対応方針（原案）のとおり事業継続に異存はありません。

本県においては、いまだ未整備区間が多く残り、天間林道路を含む青森から八戸間までの高規格幹線道路は、県全体の物流や観光、

当地域における救命救急活動などに絶大な効果が見込まれ、本県が目指す「生活創造社会」の実現に必要不可欠な社会基盤であります。

また、国が掲げる「地方創生」や「国土強靱化」を推し進めるためには、高規格幹線道路網の整備が不可欠であることから、今後も着実に整備を進め、

令和4年内の供用が図られるよう特段の御配慮をお願いします。

なお、事業の執行にあたっては、引き続き、より一層のコスト縮減に努めていただきますようお願いします。

○擁壁計画の見直しによるコスト縮減を図るとともに、引き続きコスト縮減を検討しながら事業を推進していく。

７．事業の必要性に関する視点

８．事業進捗の見込みの視点

１１．対応方針（原案）

９．コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

１０．地方公共団体等の意見

1）事業を巡る社会情勢等の関する視点

事業目的である、救急医療支援、物流効率化支援、企業立地・地域産業支援、地域間連携の強化、周遊観光支援等が必要な状況は変化していない。

2）事業の投資効果 B/C（R1）は事業全体で２．０、残事業で４．５を確保。

3）事業の進捗状況 R3年3月末時点で進捗率７６％。

○令和4年内に全線開通予定。

事業継続

（理由） 救急医療支援、物流効率化支援、企業立地・地域産業支援、地域間連携の強化、周遊観光支援等のため、早期整備の必要性が高い。
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６．事業の投資効果
・事業全体 ２．０ 、残事業 ４．５

（ 前回評価からB/Cの減少要因となる変動がないため、前回評価結果を用いる。 ）
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至
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一般国道45号 天間林道路 工事進捗状況

①七戸ＩＣ付近から終点方向

位置図

たのさわがわ

施工中 施工済み

R3.9末現在凡例 構造物名は仮称

③

１２．事業の進捗状況 一般国道４５号 天間林道路

②（仮）皀こ道橋（町道交差）周辺 ③（仮）天間林（２）IC周辺

延長 21m

(仮）皀こ道橋

延長 171m

(仮)坪川橋

R3.9撮影 9
R3.9撮影 R3.9撮影


